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平
成
三
十
年
度
版

創
刊

第
十
一
号

相
高
に
早
や
九
か
月
。
二
学
期
の
終
了
を
迎
え
ま
し
た
。

毎
度
尋
ね
る
こ
と
で
す
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て

夢
は
語
る
た
め
の
も
の
で
す
か
？
叶
え
る
た
め
の
も
の
で
す
か
？

保
護
者
の
目
か
ら
見
て
、
二
学
期
の
生
徒
の
姿
が
、
ど
う
目
に
映
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
か
？

二
学
期
は
文
理
選
択
と
い
う
、
相
高
で
の
大
き
な
節
目
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分
の
目
標
に

近
付
く
た
め
に
、
中
間
考
査
で
は
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て
臨
め
て
い
た
よ
う
で
す
。

だ
が
、
そ
の
後
、
家
庭
学
習
を
な
し
て
い
な
い
者
が
驚
く
ほ
ど
多
く
お
り
、
進
路
実
現
に

向
け
て
は
強
い
危
機
感
を
抱
い
て
い
ま
す
。
い
た
ず
ら
に
危
機
感
を
あ
お
る
つ
も
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。
当
た
り
前
に
、
授
業
の
準
備
（
予
習
）
を
し
、
集
中
し
て
積
極
的
に
参
加
（
実
践
）

を
し
、
特
に
気
に
か
か
っ
た
こ
と
を
再
度
取
り
組
む
（
復
習
）。
当
た
り
前
の
積
み
重
ね
を

い
か
に
行
う
か
。
進
路
実
現
に
は
、
こ
の
基
礎
の
徹
底
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。

ど
う
で
す
か
。
そ
の
当
た
り
前
を
、
日
々
、
忠
実
に
、
自
分
に
誠
実
に
実
行
で
き
て
い
る

で
し
ょ
う
か
。
実
行
で
き
て
い
る
よ
う
に
、
目
に
映
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
何
故
、
実
力

で
結
果
が
伴
わ
な
い
の
か
？
答
え
は
簡
単
。
定
期
考
査
が
、
勉
強
の
す
べ
て
と
捉
え
て
い
る

た
め
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
中
間
考
査
と
期
末
考
査
の
間
、
期
末
考
査
後
の
生
徒
の
姿
に
、

残
念
な
が
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
る
も
の
が
少
な
い
。

好
奇
心

欲
望

プ
ラ
イ
ド

本
当
に
叶
え
た
い
夢
を
口
に
し
て
い
る
の
で
す
か
？

自
分
の
意
思
の
な
い
と
こ
ろ
に
成
果
は
な
い
。
そ
ん
な
気
持
ち
で
、
塾
に
そ
の
責
任
を
委

ね
る
こ
と
は
、
塾
に
対
し
て
も
失
礼
で
す
。
で
な
い
と
、
塾
（
特
に
自
習
室
と
呼
ば
れ
る
空

間
）
は
、
た
だ
の
雑
談
場
所
で
あ
り
、
あ
な
た
た
ち
が
、
保
護
者
に
学
習
し
て
い
る
錯
覚
を

与
え
、
保
護
者
を
た
ぶ
ら
か
す
場
所
に
し
か
な
っ
て
ま
せ
ん
。
我
々
が
保
護
者
・
塾
等
に
望

む
こ
と
は
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ー
Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
で
す
。
成
績
が
悪
い

→

塾
へ
行
く

→
塾
に
は
居

る
が
時
間
を
潰
す

→

学
校
も
塾
も
受
け
身
で
、
自
分
で
確
認
す
る
場
面
が
な
い

→

成

果
は
上
が
ら
な
い
。
こ
の
悪
循
環
、
そ
ろ
そ
ろ
断
ち
切
り
ま
せ
ん
か
？

改
め
て
、

「
何
が
」
に
対
し
て
、「
こ
う
だ
」

か
ら

「
何
を
」
に
対
し
て
、「
ど
う
し
た
い
」

の
だ

こ
こ
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
、
自
分
で
取
り
組
み
、
深
め
た
い
部
分
で
、
学
校
や
塾
で
の
学

習
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
学
習
効
果
は
格
段
に
上
が
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

良
き
冬
休
み
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

相
生
税
務
署
管
内
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

去
る
、
一
二
月
一
〇
日
に
、
相
生
市
文
化
会
館
な
ぎ
さ
ホ
ー
ル
に
て

表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。
表
彰
対
象
作
文
の
全
文
で
す
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！

税
金
本
来
の
意
味

一
年
四
組

廣
村

英

税
金
が
徐
々
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
く
の
を
、
い
つ
も
不
思
議
に
思

っ
て
い
ま
し
た
。
と
う
と
う
八
％
が
一
〇
％
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

一
二
〇
円
の
ジ
ュ
ー
ス
も
一
三
二
円
に
な
り
ま
す
。
た
っ
た
一
二
円
で

も
大
き
い
で
す
。
重
な
れ
ば
大
き
な
負
担
に
な
り
ま
す
。
税
金
は
何
の

為
に
、
い
つ
ど
ん
な
時
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
明
確
に
知
ら
な
か
っ

た
の
で
、
今
回
税
金
の
事
に
つ
い
て
深
く
知
れ
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま

し
た
。

少
し
前
、
社
会
科
の
先
生
が
、
将
来
君
達
が
一
番
こ
の
日
本
を
支
え

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
ね
と
聞
い
て
、
今
に
な
っ
て
少
し
ず
つ

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
、
私
達
へ
の
負

担
が
一
番
大
き
い
と
い
う
意
味
で
す
。
主
な
原
因
は
税
金
で
す
。
社
会

保
障
料
な
ど
、
現
役
時
代
の
私
達
に
、
負
担
が
集
中
す
る
と
い
う
事
が

分
か
り
ま
し
た
。
働
い
て
も
働
い
て
も
、
税
金
で
私
達
の
生
活
が
ま
ま

な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
高
齢
者
の
為
の
税
金
な
の
に
、
私
達
の
生

活
を
、
次
は
損
ね
て
し
ま
う
の
が
本
当
に
怖
い
で
す
。

ま
ず
は
じ
め
に
、
税
金
は
い
つ
、
ど
ん
な
時
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か

で
す
。
主
に
社
会
保
障
関
係
費
で
す
。
そ
の
他
は
、
教
育
や
文
化
な
ど

で
す
。
例
え
ば
、
図
書
館
や
市
の
整
備
、
病
院
、
道
路
、
信
号
機
な
ど
、

周
り
を
見
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
税
金
か
ら
出
来
て
い
る
と
言
っ
て
も
間
違

い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
達
の
生
活
の
為
に
、
私
達
で
、
私
達
の
お
金

で
造
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
た
だ
単
に
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
為
だ
け

の
税
金
で
は
な
い
事
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
税
金
の
使
い
道
は
、

税
金
を
支
払
う
私
達
が
選
択
す
る
事
は
不
可
能
で
す
。

次
に
税
金
の
歴
史
に
つ
い
て
で
す
。
歴
史
的
に
は
、
労
働
や
兵
役
、

唐
で
は
租
・
庸
・
調
な
ど
、
昔
か
ら
税
金
は
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
昔

も
税
金
の
負
担
は
重
く
、
義
務
の
軽
減
を
求
め
て
、
農
民
の
反
乱
や
一

揆
、
き
き
ん
な
ど
、
税
金
が
歴
史
を
動
か
し
て
き
た
所
は
少
し
あ
る
と
、

私
は
思
い
ま
す
。

昔
も
今
も
、
少
子
高
齢
化
に
関
係
な
く
、
税
金
の
負
担
は
い
つ
も
あ

り
ま
す
。
で
も
今
は
、
私
達
の
若
い
世
代
に
ば
か
り
負
担
が
か
か
っ
て

い
る
様
に
感
じ
ま
す
。
少
子
高
齢
化
の
対
策
と
し
て
、
た
だ
税
金
を
引

き
上
げ
れ
ば
い
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
思
う
の
で
す
。
一
部
の
世

代
に
負
担
を
集
中
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
人
の
、
す
べ
て
の

生
活
の
、
す
べ
て
の
人
の
未
来
の
為
に
、
国
民
全
体
で
広
く
負
担
す
る

の
が
、
一
番
理
想
で
す
。

私
は
、
高
齢
者
で
も
働
け
る
機
会
や
場
所
を
増
や
す
事
が
、
税
金
問

題
の
一
番
の
解
決
法
だ
と
思
い
ま
す
。
社
会
保
障
料
の
負
担
の
軽
減
と
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
の
為
に
は
、
大
き
な
解
決
策
だ
と
思
い
ま
す
。
お

年
寄
り
ま
で
が
、
幸
せ
に
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
社
会
こ
そ
が
、

税
金
本
来
の
意
味
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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今
後
の
予
定
（
冬
休
み
以
降
）

１
２
月

２
１
日(

金)

終
業
式

大
掃
除

２
８
日
（
金
）
仕
事
納
め

１
月４

日
（
金
）
仕
事
始
め

８
日
（
火
）
三
学
期
始
業
式

実
力
考
査

(

英
・
数)

９
日
（
水
）
実
力
考
査

(

国)

１
６
日
（
水
）
全
校
読
書
会
第
２
回
打
ち
合
わ
せ

１
７
日
（
木
）
１
・
１
７
追
悼
行
事

１
８
日(

金)

挨
拶
運
動

１
９
日
（
土
）
１
月
進
研
模
試

１
９
日
（
土
）
～
２
０
日(

日)

セ
ン
タ
ー
試
験

（
２
年
後
で
す
。
名
称
は
変
わ
り
ま
す
が
、で
き
る
限
り

タ
イ
ム
リ
ー
に
解
い
て
く
だ
さ
い
。
）

２
３
日
（
水
）
通
学
路
清
掃

２
６
日(

土)

～
２
９
日(

火)

修
学
旅
行(

２
年)

破

天

荒

４２
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42回生について 国語 数学 英語

課題

・重要古語の語彙力、基礎的な文法の力が低い。（古文）
・返読・再読文字などの重要語、重要句形など漢文読解に必要
 な基礎力が低い。（漢文）
・熟語・慣用表現を含む語彙力が低い。（現代文）
・３０字から５０字程度の短い文の記述問題に全く取り組めて
 いない答案が少なからずある。（現代文、古文、漢文）
・筆者の主張や登場人物の心情などを簡潔にまとめる記述力が
 低い。（現代文）

・基礎計算力のアップ
 大問１＆各大問(1)で約36点あるにもかかわらず、全体平均
 が30点強である。
・日々のトレーニング時間の確保をする。
 現在授業で行っている分野は、ある程度評価できる。
 直前にやっていた分野の定着率が悪過ぎる。
・自ら取り組む姿勢を持つ。
 点数の悪さに対する、プライドの減退が激しい。

・リスニングが弱い。共通テストではリスニングがタフになる
 ので、授業の中で積極的に取り入れていく必要がある。
・記号問題に、なぜ解答しない？
・英作文は書こうとする姿勢が以前に比べて増しているが、
 伝わらない（誤解を招くような）文章が多い。語順や構文等
 を、１年次中に見直す必要が大いにある。
・長文問題には慣れてきている様子がうかがえる。

目標設定
(全体)

・偏差値50以上はもちろんのこと、60以上の上位層を増やす。
・偏差値40以下の層を少なくする。
・古文、漢文の短い文章をできるだけ多く読ませ、その読解を
 通して漢文の重要句形、古文の重要語、古典文法の基礎力を
 確実に習得させる。
・現代評論文では、話題、問題提起、結論などを整理し、30字
 から50字程度の短い文章にまとめるという記述力の養成。

・得点率50点以上
 11月11人 まずは学年1割を目指す。
・全国偏差値50以上
 11月89人 学年3クラス分を偏差値50以上にする。
・日々の学習の徹底。(他教科とのバランスを考えた分量で)
 授業の内容に即したことを、短時間で行う。
・２次関数の定着率を上げる。

・偏差値５０以上の層を増やす。
・短文でもよいので、正しい語法・文法で英文を書くことが
 できる。
・音声を聞くことに慣れ、リスニング問題を得点源にする。
・語彙力をさらに増やす。（３５００語以上）

目標設定
(個人)

・毎日、「漢文学習必携」の短文（わずか一文）を読み、句形
 に慣れる。
・週末課題の問題集に、計画的に丁寧に取り組む。問題文を２
 回以上読み、大意を把握した後、記述問題にもきちんと解答
 する。（現代文、古文、漢文）
・時間をかけて、予習し、語意味は文脈から把握し、自分の言
 葉で、自分が納得できる現代語に訳す。（古文、漢文）

・自分の志望を叶えるための分析をする。
 掲げるだけでなく、具体的な方策を掲げ、継続する。
・達成感を得る数値を掲げ、その数値を高める努力をする。
 できる分野を増やし、その分野の基礎項目を、ときどき
 練習する。

・英語の文型・構造に慣れる。これは書いて覚えて慣れるしか
 ない。苦を惜しむな。
・週末課題を答えを見ずにやる。結局、丸写ししている者は
 伸びていない。
・考査前に本文の読み込みやワーク・問題集のやりこみをして
 いるか。ただ、考査課題を消化してテストに臨んでいる者が
 いる。実力を伸ばすにはまず定期考査の徹底。

日々の
取り組み
これだけは
(キーワード）

・本文は３回以上音読する。（古文、漢文）
・語彙の量を増やす。（現代文、古文、漢文）
・（教科書・新聞、雑誌に限らず）文章を読めば、大意を声に
 出してまとめる。
 （大意を文章でまとめるのは、さらによい。）

・自分の志望に沿った努力をする。
 自分で取り組みルールを作る。
・日々の復習の積み重ねを心掛ける。
 写す勉強でなく、自分の意志を含んだ解答を作る。
・成果を手にする。
 こだわる分野を決めて、その問いでは絶対に間違えない。

・単語帳には目を通すように心がけてほしい。
・空いた時間を利用して、ラジオ英会話を聴いてみてほしい。
・ビリン先生に話にくる生徒が少ない。英語力を伸ばすのに、
 ネイティブスピーカーと話すことほどよい勉強方法はない。
 もっと話をしに行こう。

42回生について 総合的観点 担任

課題

・進研模試デジタルサービスでは，個に応じた復習問題が提供
 されているが，活用できていない。
 １２月１２日現在
   復習完了宣言している者  ９名／２００人中

・上位と下位の差が明確化してきた。努力し続けている者が
 着実に成績を伸ばし、怠っている者が下がってきているよ
 うに見える。何もアクションを起こさなければ今のまま。
 いいのかそのままで？
・各科目で偏差値60を超えている生徒が数人のみ。 定期考査
 の点数がとれている生徒の中でも、模試の点数に結びついて
 いない生徒がいる。

目標設定
(全体)

・進研模試のデジタルサービスを定期的に活用する習慣を身に
 つける。その習慣がポートフォリオの入力へも繋がる。

・一人一人が授業をリードしよう。受け身になるな。
・主要3教科のうちで、確実に点数にできるものをつくる。

目標設定
(個人)

・１月の進研模試に向けて，志望校や目標点を登録する。
 また，模試の前の基礎確認を行う。

・部活動や土日の合間などで学習時間を見つけ、実行する。
 時間をかけるだけでなく、何を間違えたのかをはっきり
 させて次の考査や模試に活かす。

日々の
取り組み
これだけは
(キーワード）

・各教科、担任の先生からのアドバイスを素直に聞く。
・日々の積み重ね以外ない。

・予習・復習の徹底。
・小テストに落ちても何の違和感もない者がいる。何のために
 小テストをしているのか考えてください。日々の努力ができ
 ない者に実力がつくわけがない。

学年の国数英３教科の先生のみならず、４２回生の先生方が、普段のみんなの様子を見て真剣に、目標設定を与えてくださり、そのための

キーワードも挙げてくださっています。先生方の強い想い、意思を感じてほしい。

ただ、一生懸命に頑張るという言葉だけでは効果は上がりません。具体的に項目を掲げて、次の全国大会(１月進研模試)への準備を一日も

早く始めてください。その成果を感じるのが、３学期最初の実力考査です。

１１月にあった国際理解講演会講師の小林由梨子さんの手元には、あの日みんなが掲げた目標一覧シートがあります。

あれだけ自分たちの胸を熱くしたはずの講演会。

感じたことを、自分の行動に返せていますか？

３月３１日までの目標シートを、何らかの形で使ってくれていますか？

種まきをしても、水や肥料や厳しい環境を、適切に与えていかなければ、花も咲かねば、実もなりません。
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二
週
間
ほ
ど
し
か
な
い
冬
休
み
で
す
が
、
何
か
一
冊
、
ゆ
っ
く
り
と
本

を
読
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
こ
ん
な
機
会
な
の
で
、
文
理
選
択
で
考
え
た

自
分
の
将
来
に
関
す
る
分
野
と
か
、
た
ま
た
ま
惹
き
つ
け
ら
れ
て
、
手
に

取
っ
た
本
を
読
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
、
自
分
の
運
命
を
変

え
る
よ
う
な
出
会
い
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

何
冊
か
紹
介
し
ま
す
。
分
野
が
少
し
偏
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
ご
容
赦
く

だ
さ
い
。
い
ず
れ
も
、
私
に
勇
気
を
く
れ
た
本
で
す
。
良
か
っ
た
ら
本
屋

さ
ん
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

大切なお知らせ

１頁に記したように、新２年生での文理選択を
左記のように確定しました。
理系、選抜クラス等、希望が大きく上回る中で、

現段階で、生徒の希望する職業への道を断つことが
ないように、文系からでも目指せる可能性があるか
の情報収集も含め、会議、個人面談を重ねました。
全生徒の目標が叶う方法、生徒個々が目指す最終

目標に、どう本気で向かい合うか。
これからが本当の勝負の始まりです。まだ、何も

手にしていない。進み方が示されただけです。
どうか、自分の目指すものを手に入れるために、

当たり前の「日々の」学習活動を、継続できるよう
にして下さい。
近道はない。特別もない。あるのは、

繰り返し・こだわり・基礎の徹底・

負けん気・見返し

です。自分に克て！！自分に負けるな！！

世
界
一
速
く
結
果
を
出
す
人
は
、

な
ぜ
、
メ
ー
ル
を
使
わ
な
い
の
か

ピ
ョ
ー
ト
ル
・
フ
ェ
リ
ー
ク
ス
・
グ
ジ
バ
チ

Ｓ
Ｂ
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
株
式
会
社

二
〇
〇
〇
年
来
日
。
ベ
ル
リ
ッ
ツ

→

モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー

→

グ
ー
グ
ル
に
て
、
人
材
育
成
と
組
織
開
発
に
携
わ
る
。
現
在
は
独
立
し
て

２
社
を
経
営
。

た
ま
た
ま
、
神
戸
出
張
の
際
に
、
本
屋
で
目
に
し
て
買
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
な
ぜ
、
時
間
を
惜
し
む
か
。
な
ぜ
、
工
夫
す
る
こ
と
を
考
え
る
か
。

誤
解
が
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
が
、
自
分
た
ち
の
過
ご
し

て
い
る
世
界
が
、
あ
ま
り
に
も
平
々
凡
々
、
幸
せ
す
ぎ
る
世
界
だ
か
ら
こ

そ
、
当
た
り
前
に
、
日
々
を
過
ご
せ
る
こ
と
の
有
難
さ
を
感
じ
ら
れ
な
い

の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
類
の
本
は
、
ま
ず
、
自
ら
探
し
に
行
く
こ
と
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
グ
ー
グ
ル
を
、
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
そ
こ
で
仕

事
に
携
わ
っ
て
い
た
人
の
仕
事
観
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

井
村
雅
代
コ
ー
チ
の
結
果
を
出
す
力

あ
と
「
１
ミ
リ
の
努
力
」
で
限
界
を
超
え
る

井
村
雅
代

Ｐ
Ｈ
Ｐ

結
果
が
出
て
こ
そ
初
め
て
頑
張
っ
た
日
が
輝
く
。

自
分
の
が
ん
ば
り
は
他
人
に
評
価
し
て
も
ら
う
べ
き
。

無
理
を
す
れ
ば
も
っ
と
無
理
が
で
き
る
。
も
っ
と
前
が
見
え
る
。

言
わ
ず
と
知
れ
た
、
日
本
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
界
の
ス
ー

パ
ー
コ
ー
チ
で
す
。
で
も
、
ス
ー
パ
ー
な
こ
と
を
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

「
や
れ
ば
で
き
る
」
を
言
わ
れ
る
人
で
は
な
く
、「
や
っ
て
で
き
た
よ
」

が
言
え
る
人
に
な
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
読
ん
で
も
ら
い
た
い
一
冊
で
す
。

白
洲
次
郎

一
流
の
条
件

仕
事
と
人
生
の
格
を
上
げ
る
４
０
の
心
得

監
修

牧
山
圭
男

宝
島
社

ま
ず
、「
誰
？
」
こ
れ
で
掴
み
は
Ｏ
Ｋ
で
す
。

日
本
史
・
世
界
史
選
択
希
望
の
い
ず
れ
も
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
後
で
、

い
つ
か
出
会
う
偉
大
な
日
本
人
の
う
ち
の
一
人
で
す
。
他
に
は
、
ド
ラ
マ
に

も
な
っ
た
杉
浦
千
畝
な
ど
に
つ
い
て
も
、
出
会
っ
て
ほ
し
い
本
で
す
ね
。

限
界
の
正
体

自
分
の
見
え
な
い
檻
か
ら
抜
け
出
す
法

為
末

大

Ｓ
Ｂ
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
株
式
会
社

日
本
陸
上
競
技
界
の
本
当
の
侍
だ
と
思
い
ま
す
。
一
七
〇
セ
ン
チ
弱
の
身

長
を
、
弱
点
で
は
な
く
、
武
器
に
で
き
る
方
法
を
、
心
身
共
に
フ
ル
活
動
さ
せ
、

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
選
手
で
す
。
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
、
と
き
ど
き
、
コ
メ
ン
テ

ー
タ
ー
と
し
て
登
場
し
て
い
ま
す
。

『
友
情
』

山
中
伸
弥
・
平
尾
誠
二
・
惠
子

講
談
社

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
発
見
・
研
究
に
よ
り
、
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受

賞
さ
れ
た
、
山
中
伸
弥
教
授
と
、
二
〇
一
六
年
に
逝
去
さ
れ
た
、
日
本
の
ラ
グ

ビ
ー
界
を
背
負
い
続
け
た
、
平
尾
誠
二
さ
ん
の
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、
今

生
き
る
我
々
に
投
げ
か
け
ら
れ
た
多
く
の
課
題
を
感
じ
、
受
け
止
め
る
こ
と
が

で
き
る
本
で
す
。
お
二
人
の
共
通
点
は
、
教
授
が
、
人
生
の
中
で
わ
ず
か
三
年

ほ
ど
、
経
験
し
た
ラ
グ
ビ
ー
だ
け
。
奇
し
く
も
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
一
五
日
、

平
尾
誠
二
さ
ん
が
愛
し
て
や
ま
な
か
っ
た
神
戸
製
鋼
ス
テ
ィ
ー
ラ
ー
ズ
は
、

「
今
」
を
生
き
る
選
手
、
ス
タ
ッ
フ
、
支
援
者
に
よ
っ
て
、
過
去
に
築
か
れ
た

「
レ
ガ
シ
ー(
遺
産)

」
を
、
再
び
皆
で
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
八
年
と

い
う
歳
月
を
経
て
、
再
び
日
本
一
の
称
号
に
辿
り
着
き
ま
し
た
。

私
の
学
生
時
代
は
、
平
尾
誠
二
さ
ん
の
高
校
時
代
の
「
ス
ク
ー
ル
ウ
ォ
ー
ズ
」

に
始
ま
り
、
教
師
に
な
っ
て
か
ら
は
、
ス
テ
ィ
ー
ラ
ー
ズ
の
全
盛
、
阪
神
淡
路

大
震
災
に
よ
り
、
学
生
時
代
を
過
ご
し
た
街
を
目
に
し
た
時
の
人
間
の
無
力
さ
、

困
難
に
立
ち
向
か
う
人
間
の
心
の
尊
さ
な
ど
を
、
感
じ
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

い
ま
想
え
ば
、
厚
か
ま
し
い
話
で
は
あ
り
ま
す
が
、
山
中
先
生
が
、
平
尾
さ
ん

に
お
感
じ
に
な
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
私
も
ま
た
、
自
分
の
中
で
と
も
に
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ス
テ
ィ
ー
ラ
ー
ズ
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

の
一
員
で
も
な
い
の
に
、
そ
の
結
果
に
一
喜
一
憂
で
き
る
、
自
分
の
人
生
で
、

素
晴
ら
し
い
出
会
い
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

多
く
の
人
が
、
今
は
姿
の
な
い
平
尾
誠
二
さ
ん
と
共
に
生
き
、
心
の
中
に
存

在
が
あ
り
続
け
る
、
平
尾
誠
二
さ
ん
の
人
と
な
り
が
見
え
る
、
人
生
の
バ
イ
ブ

ル
に
も
な
り
得
る
著
書
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ド
ラ
ゴ
ン
桜
＆
ド
ラ
ゴ
ン
桜
２

三
田

紀
房

講
談
社

漫
画
と
馬
鹿
に
す
る
こ
と
な
か
れ
。
今
の
君
た
ち
に
は
、
学
び
の
ヒ
ン
ト
、

日
々
の
学
習
活
動
に
生
か
せ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
描
か
れ
て
い
ま
す
。
冷
め
た

目
で
見
る
こ
と
な
く
、
向
か
い
合
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

４組理系 自然科学
物理 30 30 60
生物 11 10 21
計 41 40 81

１組 ２組 ３組
日本史B 19
世界史B 22
計 41

現代社会 34
政経(2年）
倫理(3年)

7

計 41

４２回生 新２学年文理選択（人数について）

理
系

文
系

地
歴

理
科

公
民

51
27
78

78

0

78

← 日本史Ｂの選択希望者
を、あともう少し、世界
史Ｂ選択希望に移す必要
があります。
文系希望生は、もう一度
だけ再考してもらえるで
しょうか？

42回生学年通信『42 破天荒』 平成 30 年 12月 21日発行 第 11 号



- 4 -

「西播磨地域夢会議」で表現してみませんか。

開催日時 平成３１年２月１０日(日)
１３：００～１６：３０

開催場所 関西福祉大学(赤穂市新田)

募集人数 先着５名

テ ー マ 「好きですか？あなたのまち」

募集締切 平成３１年１月１０日(木) 荒内まで

昨年までは、生徒会が参加していたようですが、せっかくの

機会です。普段活動している、総合的な学習の時間でのグループ

を飛び越えて、チーム４２で参加しましょう。

どんどん興味を持って、申し出をして下さい。待っています。

目
玉
は
英
語

・
４
技
能(

読
む
・
聞
く
・
話
す
・
書
く)

を
鍛
え
る
た
め
に

＆
民
間
英
語
資
格
検
定
試
験
の
成
績
提
供
に
備
え
て

受
検
は
、
大
変
高
価
な
も
の
で
す
が
、
英
検
等
、
積
極
的
に
受
検
を

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
い
つ
で
も
良
い
の
で
は
な
く
、

主
催
側
の
基
準
日
に
受
検
し
な
い
と
認
め
ら
れ
な
い
な
ど
、
ま
だ
ま
だ

こ
れ
か
ら
示
さ
れ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
す
。
何
級
が
何
点
に

な
る
わ
け
で
は
は
な
く
、
共
通
テ
ス
ト
で
得
た
点
数
と
、
民
間
検
定
で

取
っ
た
点
数
を
比
較
し
て
、
良
い
方
を
ス
コ
ア
に
し
て
く
れ
る
、
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

思
考
力
を
鍛
え
る
に
は

・
活
字
に
触
れ
る

つ
ま
り

読
む
習
慣
を
つ
け
る

連
絡
事
項
を
確
認
し
な
か
っ
た
り
、
教
科
書
の
例
題
な
ど
も
見
よ
う

と
し
な
か
っ
た
り
、
も
ち
ろ
ん
、
配
布
さ
れ
た
プ
リ
ン
ト
も
そ
の
ま
ま

読
ま
ず
に
し
ま
い
込
ん
で
、
確
認
を
し
て
い
な
い
生
徒
が
結
構
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
何
度
も
言
い
ま
す
が
、「
何
が
」
を
大
切
に
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

こ
れ
を
何
と
か
し
た
い
。
そ
れ
に
は
、
と
に
か
く
活
字
に
触
れ
る
し

か
な
い
。
ゲ
ー
ム
も
、
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
系
だ
け
で
な
く
、
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
ン
グ
系
の
ゲ
ー
ム
も
し
て
、
同
じ
遊
ぶ
に
し
て
も
、
瞬
発
力
だ
け

で
な
く
、
繰
り
返
し
行
う
中
か
ら
、
自
然
と
身
に
つ
い
て
い
く
こ
と
も

思
い
出
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

発
展
的
な
破
壊
を

失
敗
し
て
こ
そ
得
ら
れ
る
経
験
を
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

で
き
る
世
界
だ
け
で
こ
じ
ん
ま
り
す
る
の
で
は
な
く
、
で
き
な
い
も
の

を
探
す
こ
と
こ
そ
、
思
考
力
を
育
て
、
自
己
表
現
を
高
め
る
に
は
、
本

当
は
一
番
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

私

は

揺

残

し

て

み

て

下

さ

い

私

は

変

冬
休
み
を
利
用
し
て
、
母
校(

中
学
校)

訪
問
に
行
っ
て
も
ら

い
ま
す
。
一
番
は
、
相
高
の
報
告
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
、
自

分
の
報
告
を
し
っ
か
り
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
真
剣
に
伝

え
れ
ば
、
必
ず
自
分
に
強
い
勇
気
を
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
、
中
学
三
年
生
に
伝
わ
り
、
相
高
の
更
な
る
活
力
に
な

り
ま
す
。

み
ん
な
に
と
っ
て
、
大
切
な
母
校
へ
の
訪
問
で
す
。
そ
の
母

校
と
し
っ
か
り
繋
が
り
、
今
所
属
し
て
い
る
高
校
に
、
新
た
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
た
ら
し
、
誇
り
を
持
っ
て
、
新
年
か
ら
の
生

活
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

先日、システム手帳のアンケート結果が返ってきました。
いろんな設問の回答の中に、「今までと変わらない」の回答
が 50 ％を超えるものが多数ありました。それは、今回のア
ンケートに限らず、42回生の集計にはよく見受けられます。
つまり、まだ 42 回生は、自分を変える勇気が持てていな

いのが実情です。
だからこそ、来年の一字に辿り着きました。信じるしか

ないですね。
皆の心にも、夢は”叶える”ためにある。
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